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発
刊
に
よ
せ
て

神
崎
町
長
　
石
橋
　
輝
一

　
昭
和
30（
1
9
5
5
）年
4
月
19
日
に
旧
神
崎
町
と
米
沢
村
が
合
併
し
て
、
今
年
で

60
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
に
、
こ
の
上
も
な
い
慶
び
を
感
じ
ま
す
。

　
神
崎
町
は
、
千
葉
県
の
北
東
部
、
利
根
川
を
は
さ
ん
で
茨
城
県
と
接
す
る
位
置
に

あ
り
、
平
坦
で
肥
沃
な
土
壌
を
活
か
し
た
稲
作
な
ど
の
農
業
が
基
幹
産
業
で
、
江
戸

時
代
か
ら
米
や
大
豆
な
ど
の
豊
か
な
農
産
物
を
原
料
と
し
て
、
酒
、
み
そ
、
し
ょ
う

ゆ
な
ど
の
発
酵
食
品
づ
く
り
が
盛
ん
で
、「
発
酵
の
里
」
と
し
て
着
実
に
発
展
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
様
、
並
び
に
関
係
各
位
の
並
々
な

ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
協
力
の
賜
で
あ
る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
道
の
駅
「
発
酵
の
里
こ
う
ざ
き
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
新
た
な
神
崎
町
と

し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
き
な
可
能
性
を
持
つ
施
設
を
町
の
活
性

化
の
拠
点
と
し
て
、
町
民
皆
様
の
参
画
に
よ
り
、
夢
と
希
望
が
持
て
る
、
次
世
代
に

誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
合
併
60
周
年
を
記
念
し
て
、
町
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
今
後
の
更
な
る

発
展
の
礎
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
記
念
誌
を
発
刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
人

が
歩
ん
で
き
た
町
の
歴
史
を
共
有
し
、
町
政
に
対
す
る
理
解
や
関
心
を
よ
り
一
層
深

め
て
い
た
だ
く
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
27
年
3
月
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60周年特別企画

笑顔で迎える60年
楽しいことが

 たくさんあるよ♪

2



神崎町。ここは、やさしい気持ちがぷくぷく涌き出し、人から人へぬくもり広がる“発酵の里”。
なんじゃもんじゃいきいきフェスティバル2014の会場で、60の素敵な笑顔に出会いました。

お茶飲んでいきなよ〜。大丈夫！

私にまかせなさ〜い。

3 笑顔で迎える60年



神崎町は、利根川水系の肥沃な土壌と
豊かな水源に恵まれ、古くから酒の醸
造をはじめとした発酵産業が盛んな
町。近年の健康志向によって昔ながら
の発酵食文化が見直され、千葉県一小
さなこの町に、いま熱い視線が集まっ
ています。

神
崎

も
の
が
た
り

酵発

特

Kozaki
Fermentation
Story

集
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崎
町
で
は
、
良
質
な
水
、
米
、
大
豆
を
生
か
し
た
酒
、
み

そ
、
し
ょ
う
ゆ
等
の
醸
造
業
が
発
達
し
、
か
つ
て
は
そ
れ
ら

を
利
根
川
の
水
運
業
で
江
戸
へ
運
ぶ
た
め
、
多
く
の
店
が
河
岸
周
辺

の
街
道
に
軒
を
連
ね
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
、
半

径
5
0
0
メ
ー
ト
ル
程
度
の
範
囲
に
7
軒
も
の
造
り
酒
蔵
が
あ
り
、

「
関
東
の
灘
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
利
根
川

沿
い
の
平
坦
で
肥
沃
な
土
壌
が
も
た
ら
す
豊
か
な
農
産
物
を
元
に
、

み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
も
競
っ
て
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
31（
1
8
9
8
）年
2
月
に
、
成
田
鉄
道
・
郡

こ
お
り

駅（
現
在
の

J
R
下
総
神
崎
駅
）が
開
業
す
る
と
、
鉄
道
の
発
達
な
ど
と
と
も

に
利
根
川
の
水
運
は
廃
れ
、
醸
造
業
は
衰
退
の
途
を
た
ど
り
ま
す
。

年
々
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
す
商
店
が
増
え
る
な
ど
、
町
の
活
気
は
次

第
に
色
あ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
往
年
の
に
ぎ
わ
い
を
知
る
2
軒
の
蔵
元
は
今

も
変
わ
ら
ず
醸
造
業
を
続
け
、
名
酒
を
世
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

「
仁
勇
」
で
知
ら
れ
る
鍋
店
と
、「
五
人
娘
」
の
寺
田
本
家
。
い
ず

れ
も
江
戸
時
代
か
ら
3
0
0
年
以
上
醸
造
を
続
け
る
老
舗
で
す
。

　
例
年
、
新
酒
が
出
そ
ろ
う
3
月
に
な
る
と
、
2
軒
の
酒
蔵
は
各
々

に
蔵
を
一
般
開
放
し
て
お
祭
り
を
行
い
、
地
元
に
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
平
成
20
年
に
入
り
、
一
方
の
酒
蔵
か
ら
2
つ
の
お
祭
り
を
同

日
開
催
す
る
案
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

神

三段仕込みで仕込んだもろみに
櫂
かい
入れを行う（鍋店神崎酒造蔵）

5 神崎発酵ものがたり



　
が
間
に
入
っ
て
調
整
を
進
め
、
商
工

会
や
地
元
の
商
工
業
者
、
農
家
、
周

辺
住
民
も
巻
き
込
ん
で
、
平
成
21
年
3
月
、

町
を
あ
げ
て
の
お
祭
り
「
発
酵
の
里
こ
う
ざ

き
酒
蔵
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
蔵
見
学
や
日
本
酒
の
試
飲
、
販
売

の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
会

場
に
来
場
者
2
万
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
翌

年
に
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

J
R
東
日
本
が
新
宿
駅
発
の
臨
時
列
車
を
運

行
す
る
と
、
前
年
を
大
き
く
上
回
る
3
万
5 

千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

「
発
酵
」で
町
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

　
こ
の
祭
り
の
成
功
を
き
っ
か
け
に
、
発
酵

文
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
官
民
一
体
の
ま
ち

お
こ
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。
発
酵
食
品
や
循

環
型
農
法
を
テ
ー
マ
に
集
ま
っ
た
酒
蔵
や
農

家
に
、
町
外
か
ら
新
規
就
農
、
新
規
出
店
し

て
き
た
移
住
者
も
加
わ
り
、
ま
ち
お
こ
し
の

機
運
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
神
崎

町
も
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
活
性
化
を

見
込
み
、「
発
酵
の
里
こ
う
ざ
き
」
と
し
て
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

町 酒
蔵
か
ら
町
中
へ

広
が
る「
発
酵
の
里
」づ
く
り
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平
成
24
年
1
月
に
は
「
全
国
発
酵
食
品
サ

ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
て
、「
発
酵
の
里
こ
う

ざ
き
」
を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

平
成
25
年
に
は
「
発
酵
の
里
こ
う
ざ
き
」
の

名
称
を
商
標
登
録
し
、
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
な
ん
じ
ゃ
も
ん
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
の
酒
蔵
ま
つ
り
に
は
、
発
酵
食

品
や
地
元
産
品
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
な
ど

を
扱
う
約
2
0
0
店
舗
が
出
店
し
、
町
の
人

口
の
8
倍
近
く
と
な
る
約
5
万
人
が
来
場
。

こ
う
し
て
千
葉
県
一
小
さ
な
町
の
酒
蔵
ま
つ
り

は
、
関
東
一
の
規
模
に
発
展
を
遂
げ
た
の
で
す
。

　
平
成
26
年
4
月
に
は
、
町
を
南
北
に
貫
く

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道（
圏
央
道
）の
茨

城
県
稲
敷
I
C（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）〜
神

崎
I
C
間
が
開
通
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
4

月
に
開
業
す
る
「
道
の
駅　
発
酵
の
里
こ
う

ざ
き
」
は
、
町
の
発
酵
文
化
発
信
拠
点
と
し

て
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
多
方
面
か
ら
多
く

の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

❶米を蒸す間に翌日分の米を洗う　❷仕込み唄を歌
い昔ながらのもとすり作業　❸蒸し米を冷ます（❶
〜❸は寺田本家）　❹むろの中で種きりをする　❺
貯蔵タンクで熟成させる　❻米の蒸し加減を手で確
認（❹〜❻は鍋店神崎酒造蔵）　❼来場者ひしめく街
道沿い　❽神崎町観光大使・門戸竜二さんによるお
いらん道中　❾❿発酵にちなんだ出店が並ぶ　⓫試
飲を楽しむ来場者（❼〜⓫は酒蔵まつり）

❸

❷

❶

❹❼

⓫
❻

❺

❿ ❾

❽



こうざき元気印の

発酵名鑑
　
清
酒
「
仁
勇
」「
不
動
」
で
知
ら
れ
る
鍋
店

は
、
元
禄
2
年（
1
6
8
9
）に
成
田
山
新
勝

寺
門
前
で
酒
造
り
を
開
始
し
ま
し
た
。
明
治

年
間
に
広
ま
っ
た
日
本
酒
の
需
要
に
応
え
、

神
崎
を
含
め
3
つ
の
地
域
に
出
蔵
を
設
け
る

も
、
戦
時
中
の
企
業
整
備
令
に
よ
っ
て
他
の

蔵
を
閉
鎖
し
、
水
質
の
良
い
神
崎
の
蔵
に
醸

造
を
集
約
さ
せ
ま
し
た
。
平
成
9
年
か
ら
外

部
の
杜
氏
に
頼
ら
ず
、
全
工
程
自
社
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
酒
造
り
を
し
て
い
ま
す
。
品
質
管

理
の
行
き
届
い
た
酒
造
り
で
飲
む
人
の
心
を

捉
え
、
定
評
を
得
て
い
ま
す
。

受
け
継
が
れ
た

酒
造
り
の
精
神
で

時
代
に
挑
む

　
自
分
で
育
て
た
農
産
物
を
加
工
・
販
売
す

る
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
、
神
崎
町
で
農
業

研
修
を
受
け
た
福
士
さ
ん
。
パ
ン
作
り
に
最

適
な
酒
粕
酵
母
と
出
合
っ
て
一
念
発
起
。
平

成
21
年
に
神
崎
町
で
パ
ン
屋
を
開
業
さ
せ
ま

し
た
。
国
産
小
麦
、
国
産
大
豆
の
豆
乳
、
酒

蔵
の
仕
込
み
水
な
ど
こ
だ
わ
り
の
素
材
を
、

町
内
の
蔵
元
・
寺
田
本
家
の
玄
米
酒
粕
や
、

鎌
倉
時
代
の
製
法
で
作
っ
た
自
家
製
ど
ぶ
ろ

く
か
ら
起
こ
し
た
酵
母
で
発
酵
さ
せ
た
パ
ン

は
、「
体
に
優
し
い
」「
噛
む
と
素
材
の
味
が

広
が
る
」
と
評
判
で
す
。

毎
日
で
も

食
べ
た
く
な
る

健
康
パ
ン

花
咲
く
糀
は
、

徹
底
管
理
の

た
ま
も
の

醸
造
元 

鍋
店

福
ち
ゃ
ん
の
パ
ン

第19代蔵元
大塚完さん

鈴木仁さん

福士智之さん

　
今
で
は
少
な
く
な
っ
た
糀
店
に
は
、
町
内

は
も
ち
ろ
ん
、
旭
市
、
銚
子
市
な
ど
町
外
か

ら
も
依
頼
が
集
ま
り
ま
す
。
創
業
明
治
27
年

（
1
8
9
4
）の
鈴
木
糀
店
は
、
米
農
家
か
ら

米
を
預
か
り
、
米
糀
に
加
工
し
て
戻
す
ほ
か
、

地
場
産
な
ど
の
大
豆
を
使
っ
た
み
そ
、
塩
糀

も
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。
糀
造
り
は
年
中

温
度
に
気
を
遣
う
仕
事
で
す
が
、
適
正
に
温

度
管
理
を
す
れ
ば
、
蒸
し
米
が
綿
毛
の
よ
う

な
菌
糸
に
包
ま
れ
て
、
昔
な
が
ら
の
道
具

「
こ
う
じ
ぶ
た
」
の
中
で
“
花
”
を
咲
か
せ

ま
す
。

鈴
木
糀
店
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家
に
よ
る
も
の
で
、
瓜
は
自
宅
畑
で
種
か
ら
無

農
薬
で
育
て
た
も
の
を
使
用
。「
糀
が
し
っ
か

り
し
て
い
な
い
と
う
ま
み
、
甘
み
が
で
な
い
」

と
、
発
酵
加
減
に
気
を
配
り
、
1
0
0
%
の
出

来
を
目
指
し
て
じ
っ
く
り
自
然
発
酵
さ
せ
て
い

ま
す
。

　
か
つ
て
は
平
野
甚
兵
衛
酒
造
と
し
て
酒
造
業

を
行
っ
て
い
た
平
甚
酒
店
。
現
在
は
神
崎
町
、

香
取
市
の
地
酒
を
販
売
す
る
か
た
わ
ら
、
自
家

製
の
糀
か
ら
、
み
そ
、
甘
酒
、
ひ
し
ほ（
も
ろ

み
み
そ
）、
奈
良
漬
を
家
族
で
作
り
、
販
売
し

て
い
ま
す
。
原
料
と
な
る
大
豆
や
米
は
地
元
農

原
点
に
戻
り
、

自
然
に
学
ぶ

酒
造
り

昔
な
が
ら
の
味
、

手
間
を
か
け
て

家
族
で
守
る

　
延
宝
年
間（
1
6
7
3
〜
1
6
8
1
）創
業

の
寺
田
本
家
で
は
、
日
本
酒
離
れ
が
進
み
市

場
の
停
滞
が
続
く
中
、
あ
え
て
全
行
程
手
作

り
の
昔
な
が
ら
の
酒
造
り
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
の
伝
統
的
な
酒
造
り
を
続
け

る
酒
蔵
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
か
ら
は
原

料
米
を
全
て
無
農
薬
米
に
切
り
替
え
、
自
然

に
栽
培
さ
れ
た
原
料
を
、
稲
麹
を
自
家
培
養

し
た
菌
で
発
酵
さ
せ
て
い
ま
す
。
酒
造
り
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
乳
酸
発

酵
飲
料（
マ
イ
グ
ル
ト
）も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

発酵文化を発信

発酵の里こうざき
しょうゆ造り教室
　明治10年創業のフジハン醤油では、昭和60年頃
で途絶えたしょうゆ醸造の復活を志し、その第一歩
として、平成26年より体験教室を開催しています。
この教室では、伝統的なしょうゆ造りの工程を学び
ながら仕込みを体験するほか、近代化産業遺産に指
定されている蔵の見学も行われます。ペットボトル
に仕込んだもろみは持ち帰って1か月半ほどで発酵
を始め、約1〜2年でしょうゆになります。

1原料は国産の大豆、小麦、塩　2講
師はフジハン醤油6代目の高橋半治さん　
3しょうゆ蔵と煙突

みそ造り講習会
　神崎町味噌造り研究会が主催するみそ造り講習会
は、地元で減農薬栽培された米・大豆、天然塩を原
料に、参加者そろって「発芽玄米糀みそ」を仕込み、
造ったものを参加者各自で持ち帰ることができる毎
年評判の講習会です。毎年12月から2月の間に計
8回開催され、町外からの参加者も多く集まります。
作業が終わった後には、前年仕込んだみそを使った
みそ汁などの食事が振る舞われます。

1自宅では難しい作業も専用機械で楽に　2講師は神崎町味噌造
り研究会の神山一雄さん　3健康に良いとされる発芽玄米糀を使
う　4作業後のお楽しみ

1 2

1

2

3

3 4

醸
造
元 

寺
田
本
家

24代目当主
寺田優さん

平野秀明さん

平
甚
酒
店

9 こうざき元気印の発酵名鑑
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11 イラストマップ◉発酵する町　神崎めぐり



神崎産の上質なしょうゆを使い、備
長炭の炭火で焼き上げた昔ながらの
煎餅。一枚一枚丁寧に裏返す手焼き
煎餅の味は、食べれば違いがわかり
ます。

神崎神社の大クス「なんじゃもん
じゃの木」と、「ひょうたん山」の愛
称で親しまれる神崎の森に由来する
銘菓。和菓子コンクールなど数々の
賞を獲得した逸品です。

小林菓子舗

なんじゃ
もんじゃ千なり

北総の豊かな米どころとして昔か
ら米作りが盛んな神崎。生産者の
こだわりが詰まった、安心して食
べられる高品質のお米です。

米

神崎で栽培される小麦は、11
月頃に種をまき、4月頃には穂
が出て花が咲きます。収穫は6
月頃です。

麦

発酵の里には欠かせない神崎の大豆。
国内でも先進的な土地改良による広大
な転作田で作付けされています。香り
や甘みが強い緑色の在来種大豆や丹波
黒大豆など、個性豊かで粒ぞろいです。

大豆

神崎では主に10月下旬から11
月上旬に収穫する秋そばが栽培
されています。秋には白や赤色
の花が畑一面に広がります。

そば

北総台地の火山灰土でじっくり
育てられる神崎産さつまいも。
9月〜11月に収穫のピークを
迎えます。

さつまいも
食べ頃を見極めると、芳
醇でまろやかな舌触りを
堪能できます。9月〜12
月頃に多く出回ります。

ラフランス

土壌と水質に恵まれた神崎は、
にんじん生産の好適地。通年出
回りますが、旬は5月下旬〜6
月、12月〜3月です。

にんじん

太陽の光をたっぷりと浴びて育つ神
崎の梨。旬は8月〜9月。品種によっ
て10月下旬頃まで楽しめます。

梨

神崎では、菜種油を搾るためのナタネが作
付けされており、搾った油は芳醇な春の香
りを放ちます。開花の頃は、鮮やかな黄色
のじゅうたんがほ場に広がります。

菜の花

真っ赤に熟した神崎のおいしいい
ちご。11月から出回り始め、12
月下旬〜3月に旬を迎えます。

いちご

「町の花」に制定されているバラ。さ
まざまな品種が栽培され、毎年6月
に出荷のピークを迎えます。

バラ

小川米菓

こうざきせんべい
ふくよかで上品な甘みの神崎産はち
みつ。季節によって香りや色が微妙
に異なる百花蜜です。わくわく西の
城ほか町内各店で販売。

NPO法人ワーカーズコープ

 はちみつ「神ぱち」

発
酵
の
里
育
ち
の
名
産
品

肥
沃
な
土
壌
と
良
質
な
水
源
に
恵
ま
れ
た
神
崎
町
は
、
北
総
の
早
場
米
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
米
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
野
菜
や
果
物
、

バ
ラ
に
代
表
さ
れ
る
花
き
の
栽
培
も
盛
ん
。
一
年
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
「
お
い
し
い
」
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

12発酵の里育ちの名産品



神崎・米沢小学校の3年生は、一年を通してみそ仕込みを体験しています。7月の大豆の種まきに
始まり、大豆の収穫、みその仕込みまでを実際に体験することで、農作物を作ることの大変さや発
酵食品の素晴らしさを実感できる、発酵の里ならではのとてもユニークな取り組みです。

発酵の里の未来を担う 子ども達の食育学習事情を紹介!!
〜大豆から育てるみそ仕込み体験授業〜

大
豆
の
種
ま
き

大
豆
の
収
穫

枝
豆
の
収
穫

み
そ
の
仕
込
み

７12

10２

月月

月月

今年仕込んだみそも1年後には発酵して栄養
満点、旨みもアップ。このみそは、給食で使
われ、皆でいただきます。

炎天下、大豆を一粒ずつ手で
まいて砂をかけていきます。

茎にたくさん実った枝豆を収
穫し、畑で茹でて食べました。
茹でたての味は最高です。

大豆の収穫は手作業で、一粒
ずつ殻から取り出します。

茹でた大豆をつぶして、こう
じと塩を混ぜてから、丸めて
タルにつめていきます。完成
するのは1年後です。

1年後には

13 発酵の里の未来を担う 子ども達の食育学習事情を紹介!!



豊
か
な
自
然
と
人
に
ひ
か
れ
て
神
崎
へ

─
─
神
崎
町
に
移
住
し
た
き
っ
か
け
と
、
皆
さ
ん
が
感
じ
た

町
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
浩
史
さ
ん（
以
下
東
）　
私
は
埼
玉
県
川
口
市
に
住
ん
で
い

ま
し
た
が
、
勤
務
先
の
成
田
市
周
辺
で
家
を
探
し
、
引
っ
越

し
を
機
に
妻
の
両
親
と
同
居
し
ま
し
た
。
神
崎
町
を
選
ん
だ

決
め
手
は
、
自
然
の
豊
か
さ
で
す
。
人
口
約
60
万
人
の
市
か

ら
約
６
千
人
の
町
に
移
り
住
ん
だ
わ
け
で
す
が
、
最
初
に
驚

い
た
の
は
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
く

れ
る
こ
と
。
素
晴
ら
し
い
町
だ
と
感
動
し
ま
し
た
。

椿
千
春
さ
ん（
以
下
椿
）　
私
は
銚
子
市
か
ら
神
崎
町
に
嫁
ぎ
、

海
か
ら
山
へ
、
核
家
族
か
ら
３
世
代
同
居
へ
と
生
活
環
境
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
神
崎
町
の
魅
力
は
、
四
季
折
々
の

自
然
の
美
し
さ
。
春
は
水
田
に
月
の
光
が
反
射
し
、
夏
は
緑
、

秋
は
黄
金
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
と
な
り
、
冬
は
霜
柱
で
一
面

真
っ
白
に
染
ま
り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
環
境
で
生
活
し
、
子

育
て
で
き
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
す
る
毎
日
で
す
。

青
木
秀
幸
さ
ん（
以
下
青
木
）　
私
の
携
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
で
、

以
前
か
ら
神
崎
町
の
皆
さ
ん
と
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
出
会
っ
た
方
に
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
移
住
の
き
っ
か
け
で
す
。
も
う
一
つ
、
東
日
本
大
震
災
を

機
に
、
果
た
し
て
都
市
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
安
全
・
安
心

に
つ
な
が
る
の
か
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
神
崎

町
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

阿
南
愛
さ
ん（
以
下
阿
南
）　
私
は
四
国
出
身
、
夫
は
神
奈
川

県
出
身
で
、
成
田
の
農
業
研
修
で
知
り
合
っ
て
結
婚
し
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
「
発
酵
の
里
こ
う
ざ
き
」
が
動
き
出
そ
う
と

し
て
い
た
時
期
で
、
私
た
ち
夫
婦
も
「
発
酵
の
里
協
議
会
」

に
呼
ん
で
い
た
だ
き
、
町
内
外
の
人
が
一
緒
に
な
っ
て
盛
り

上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
人
の
縁

に
も
恵
ま
れ
て
神
崎
町
に
移
住
し
、
今
は
夫
の
両
親
と
一
緒

に
無
農
薬
・
循
環
型
農
業
を
し
て
い
ま
す
。

池
田
孝
幸
さ
ん（
以
下
池
田
）　
私
は
皆
さ
ん
と
違
い
、
第
二

の
人
生
を
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
た
め
に
移
住
し
ま
し
た
。
東
京

大都市では得られないものが、身近にたくさんある小さな町。「自分らしく暮らす」という視点で改めて神
崎町を見てみると、人と大地の温もりに包まれた、魅力の宝庫と言えるでしょう。
この町に移り住み、暮らしを満喫する5人の皆さんに、住み心地や地域への思いを語り合っていただきました。

人と大地に魅せられて
新 ・ 定 住 者 が 語 り 合 う 神 崎 の 魅 力

座 談 会

椿 

千
春
さ
ん

池
田 

孝
幸
さ
ん

青
木 

秀
幸
さ
ん

東 

浩
史
さ
ん

阿
南 

愛
さ
ん
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千葉県出身。平成13年に銚
子市から神崎町に嫁ぎ、夫の
家族と同居。看護師を退職後、
子育てをしながら一念発起し
て農業に従事。JAかとり神
崎女性支部、赤十字奉仕団、
保健推進委員など地域活動に
も意欲的に取り組む。7人家
族、2児の母。

椿 千春さん

宮城県出身。大学進学を機に
千葉県へ。定年を間近に控え
田舎暮らしのできる土地を探
し、平成20年に神崎町に家
を購入。鎌ケ谷市の自宅から
都内に通勤しながら、週末田
舎暮らしを開始。退職後は神
崎町で妻と2人、農業を趣味
として暮らす計画。

池田 孝幸さん

山梨県出身。大学進学を機に
千葉県へ。平成26年に千葉
市から神崎町に移住し、妻
と2人暮らし。都市と農村の
交流をテーマに循環型地域社
会を目指すNPO法人トージ
バ理事。ソーシャルリノベー
ター＆一級建築士・博士（工
学）。

青木 秀幸さん

埼玉県出身。成田市の社会福
祉法人施設に勤務。子育て環
境と通勤の利便性を考え、平
成18年に川口市から神崎町
に移住。引っ越しを機に妻の
両親と同居し、夫婦と子ども
2人の6人暮らし。自然の豊
かさや充実した子育て支援策
に大満足。

東 浩史さん

香川県出身。農業研修で知り
合った神奈川県出身の夫と結
婚。発酵の里の取り組みに魅
力を感じ、平成22年に神崎
町に移住。2年後、夫の両親
も移住し同居。現在は家族4
人で無農薬・循環型農業を行
い、葉物類から根菜類まで幅
広く栽培。

阿南 愛さん

青
木　
農
業
は
、
異
世
代
交
流
や
地
域
交
流
の
き
っ
か
け
を

与
え
て
く
れ
ま
す
よ
ね
。
私
自
身
が
移
住
に
際
し
て
不
安

だ
っ
た
の
は
、
利
便
性
で
す
。
で
も
実
際
に
住
ん
で
み
る
と
、

金
曜
夕
市
で
新
鮮
な
食
材
が
手
に
入
り
、
知
り
合
い
か
ら
野

菜
を
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、
日
常
生
活
に
支
障
は
あ
り
ま

せ
ん
。
大
型
店
が
な
く
て
も
不
便
を
感
じ
ず
生
活
で
き
る
の

は
、
私
に
と
っ
て
新
鮮
な
驚
き
で
す
。

東　
私
は
10
年
以
上
都
内
で
勤
務
し
、
銀
座
ま
で
電
車
で
30

分
の
場
所
に
住
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
正
直
な
と
こ
ろ
ネ
オ

ン
の
な
い
神
崎
町
で
や
っ
て
い
け
る
の
か
不
安
に
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
す
ん
な
り
と
適
応
で
き
、
青
木
さ
ん
と
同

じ
で
支
障
な
く
生
活
し
て
い
ま
す
。
利
便
性
よ
り
何
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
中
で
す
く
す
く
育
つ
の
を
見
る
喜
び

の
方
が
大
き
く
、
大
満
足
で
す
。

小
さ
な
町
の
魅
力
を
元
気
に
発
信
！

─
─
今
後
、
神
崎
町
を
ど
の
よ
う
な
町
に
し
て
い
き
た
い
で

す
か
？

椿　
町
に
残
る
古
き
良
き
伝
統
を
生
か
し
た
う
え
で
、
新
し

い
も
の
を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
す
べ
て
の
住
民
が
安
心
し
て
元
気

に
暮
ら
せ
る
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
よ
り
良
い
町
に

す
る
た
め
、
私
に
で
き
る
こ
と
は
喜
ん
で
協
力
し
ま
す
。

東　
町
の
人
口
が
減
る
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
縮
小
し
て
し
ま

う
の
で
、
人
口
増
に
つ
な
が
る
施
策
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
農
業
や
酒
蔵
ま
つ
り
、
ま
た
、
子
ど
も
や
高

に
通
え
る
エ
リ
ア
か
ら
福
島
方
面
ま
で
幅
広
く
検
討
し
た
結

果
、
神
崎
町
の
温
暖
な
気
候
と
、
新
し
く
造
成
さ
れ
イ
ン
フ

ラ
が
整
っ
た
藤
の
台
の
環
境
、
さ
ら
に
故
郷
の
最
上
川
と
よ

く
似
た
利
根
川
の
風
景
な
ど
に
ひ
か
れ
、
こ
の
地
を
選
び
ま

し
た
。
今
は
仕
事
の
た
め
東
京
と
千
葉
を
行
き
来
し
て
い
ま

す
が
、
休
日
は
神
崎
町
で
の
ん
び
り
農
業
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
と
け
込
ん
で
心
地
よ
く
暮
ら
す

─
─
実
際
に
神
崎
町
に
住
ん
で
み
て
、
改
め
て
気
付
い
た
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
は
？

池
田　
藤
の
台
は
30
代
か
ら
40
代
の
若
い
移
住
者
が
多
く
、

「
こ
れ
か
ら
み
ん
な
で
自
分
た
ち
の
新
し
い
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
こ
う
」
と
い
う
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
阿

南
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
農
業
従
事
者
を
、
積
極
的
に
受
け
入

れ
る
土
壌
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

阿
南　
そ
う
で
す
ね
。
知
り
合
っ
た
方
に
畑
を
借
り
る
と
、

「
う
ち
の
畑
も
借
り
な
い
？
」
と
別
の
方
が
声
を
か
け
て
く

れ
た
り
、
無
農
薬
農
業
に
つ
い
て
も
徐
々
に
認
め
て
い
た
だ

い
た
り
し
て
い
ま
す
。
周
り
に
ま
だ
空
い
て
い
る
畑
が
あ
り

ま
す
の
で
、
若
い
農
業
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

椿　
私
は
看
護
師
を
退
職
し
自
分
探
し
を
す
る
中
で
、
神
崎

町
に
は
若
い
農
業
従
事
者
が
少
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

我
が
家
の
農
業
も
町
の
農
業
も
守
り
た
く
て
心
機
一
転
、
両

親
に
農
作
業
を
教
わ
り
な
が
ら
、
自
分
な
り
に
有
機
野
菜
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
５
年
に
な
り
ま
す
。
農
業
を
始
め
て
か

ら
地
域
社
会
や
慣
習
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
家
族
の
風
通
し

が
良
く
な
り
、
地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

齢
者
へ
の
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
も
町
の
魅
力
の
一
つ
。
そ
う

し
た
点
を
ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
、
雇
用
対
策
や
少
子
化
対
策
に

力
を
入
れ
て
も
ら
え
れ
ば
、
小
さ
な
町
で
も
人
口
が
２
倍
３

倍
に
増
え
る
可
能
性
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

青
木　
私
が
重
視
し
て
い
る
の
は
、
人
の
つ
な
が
り
の
強
さ

を
活
か
し
た
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
ま
た
、
豊
か
な
自

然
と
お
い
し
い
食
べ
物
を
生
か
し
た
、
里
山
と
食
に
よ
る
子

育
て
応
援
ま
ち
づ
く
り
も
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
で
す
ね
。
中

心
市
街
地
の
活
性
化
も
必
要
で
、
移
住
者
に
そ
の
担
い
手
に

な
っ
て
も
ら
う
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
若
い
世
代
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
積
極
的
に
応
援
す
れ
ば
、
も
っ
と
移
住
者
が
増
え

る
で
し
ょ
う
。

阿
南　
私
の
言
い
た
い
こ
と
を
、
全
部
皆
さ
ん
が
言
っ
て
く

れ
ま
し
た（
笑
）。
そ
れ
以
外
に
は
、
酒
蔵
ま
つ
り
が
注
目
さ

れ
て
い
る
の
で
発
酵
の
里
を
核
と
し
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

も
で
き
そ
う
で
す
。
観
光
案
内
を
充
実
さ
せ
た
り
、
発
酵
の

里
の
要
所
を
巡
る
観
光
ロ
ー
ド
を
設
定
し
た
り
し
て
、
神
崎

町
の
魅
力
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

池
田　
ぜ
ひ
神
崎
町
に
要
望
し
た
い
の
は
、
町
民
が
常
に
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
町
に
は

多
様
な
能
力
や
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
方
が
い
ま
す
の
で
、
そ
の

力
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
せ
ば
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
人
口
約
６
千
人
の
小
さ
な
町
で
あ
る
こ
と
を
武
器

に
し
て
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
人
の
つ
な
が
り
の
中
で
自

分
を
高
め
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
。
今
日
集
ま
っ
た
５
人
の
力

を
合
わ
せ
た
だ
け
で
も
、
小
さ
な
町
で
大
き
な
存
在
感
を
打

ち
出
せ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？（
一
同
賛
同
）

（
平
成
26
年
１
月
10
日　
於
：
わ
く
わ
く
西
の
城
）

15 座談会◉人と大地に魅せられて



新鮮市場
（24時間営業）

WC

広場

　

平
成
26
年
4
月
に
開
通
し
た
圏
央

道
神
崎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
隣
接

地
、
国
道
3
5
6
号
線
沿
い
松
崎
地
先

に
、
平
成
27
年
4
月
、
千
葉
県
内
で
24

番
目
と
な
る
道
の
駅
「
発
酵
の
里
こ
う

ざ
き
」
が
オ
ー
プ
ン
。
神
崎
町
は
「
発

酵
の
里
」
と
し
て
、
日
本
で
育
ま
れ
た

発
酵
食
品
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
こ
こ
か

ら
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ち
の
新
た
な
観
光
交
流
拠
点
と
し

て
整
備
さ
れ
た
「
発
酵
の
里
こ
う
ざ

き
」
は
、
駐
車
場
や
ト
イ
レ
な
ど
の
一

般
的
な
道
の
駅
の
設
備
に
加
え
て
、
発

酵
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
そ
ろ
え
た
「
カ

フ
ェ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
」
や
、
町
内
は
も

ち
ろ
ん
、
全
国
各
地
の
発
酵
食
品
を
紹

介
す
る
「
発
酵
市
場
」
を
設
け
た
、
発

酵
文
化
の
発
信
基
地
で
す
。
農
産
物
直

売
所
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
も
あ
り
、
地
域

振
興
の
面
で
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
広
域
避
難
所
と

し
て
活
用
で
き
る
防
災
拠
点
関
連
設
備

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

国土交通省選定 重点「道の駅」!

FEATURE

道の駅
 「発酵の里こうざき」

地
元
か
ら
持
ち
寄
ら
れ
る

新
鮮
作
物
が
い
っ
ぱ
い

お米やいも類をはじめ、近隣
農家で収穫されたとびきり
新鮮な農作物がいっぱいの
新鮮市場

道の駅「発酵の里こうざき」
※平成27年4月オープン
所 在 地：千葉県香取郡神崎町松崎855番地
　　　　　　（国道356号線沿い）
施 設 面 積：14,200㎡
休 憩 施 設：駐車場75台、EV充電施設、トイレ男女計29器
その他施設：カフェ＆レストラン、発酵市場、新鮮市場
　　　　　　コンビニエンスストア、イベント広場
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Cafe & Restaurant
（カフェ＆レストラン）

発酵市場

356 356

107

110

利根川利根川

神崎IC

圏
央
道

神崎町
役場

●

下総
神崎駅平

成
26
年
度

開
通
予
定

JR成
田線

至
香
取
市至

成
田
市

至
成
田
市

茨城県

千葉県

道の駅
「発酵の里こうざき」

平
成
27
年
度

開
通
予
定

日
本
中
の
発
酵
食
品
が

勢
ぞ
ろ
い
す
る
発
酵
市
場

発
酵
食
品
の
旨
み
を
堪
能
で
き
る

カ
フ
ェ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン

全国から集めた選りすぐりの発
酵食品がジャンルごとにずらり
と並ぶ発酵市場

発酵食品や主に地元の農
作物を使った料理やスイー
ツなどを、セルフサービス
スタイルで楽しむことがで
きる

※P16・17に掲載している画像はいずれも計画段階のイメージです。

17 国土交通省選定 重点「道の駅」!　道の駅 「発酵の里こうざき」



　
神
崎
町
第
4
次
総
合
計
画
で
は
、
ま
ち
の
将
来
像
「
発
酵
の
里
・
健
康
笑
顔
の
ま
ち
　
こ
う
ざ
き
　

─
み
ん
な
で
創
る
　
健
康
・
安
心
・
子
育
て
応
援
の
ま
ち
─
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、
次
の
通
り
、

4
つ
の
基
本
目
標
と
8
つ
の
施
策
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　神崎町では、平成23年3月に神崎町第4次総合計画「みんなで創る　こうざきプラン」を策定し、
10年後に目指す町の将来像を、「発酵の里・健康笑顔のまち　こうざき　─みんなで創る　健康・
安心・子育て応援のまち─」と定めました。
　神崎町第4次総合計画は、平成23年度から平成32年度までの10年間を計画期間とする「基本
構想」と、この10年を前期・後期に区切り、それぞれ5年間を計画期間とする「基本計画」、計画期
間を3年間として3年ごとに策定する「実施計画」の3層で構成された計画で、現在は、平成26年
度から3カ年の実施計画に基づいて、さまざまな施策を推進しています。

みんなで創る こうざきプラン
［神崎町第4次総合計画］

18



（２０11） （２０２０）
平成 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 年度

10カ年

前期5カ年 後期5カ年
前期5カ年の評価 ➡ 後期５カ年の見直し

3カ年 3カ年 3カ年 3カ年

基本構想

基本計画

実施計画

神崎町第4次総合計画の構成と期間

将来像8つの
施策目標

発
酵
の
里
・
健
康
笑
顔
の
ま
ち　
こ
う
ざ
き

─
み
ん
な
で
創
る
　
健
康
・
安
心
・
子
育
て
応
援
の
ま
ち
─

一人ひとりが輝く生涯学習・
健康スポーツのまちづくり

生涯安心の人にやさしい
健康・福祉のまちづくり

安全で緑豊かな
生活環境づくり

みんなの絆で取り組む
住民主導のまちづくり

協働のまちづくりと
開かれた自治体経営

町の活力を生み出す
健康産業づくり

交流と定住を支える
生活基盤づくり

教育・子育て応援の
まちづくり

みんなで創る
健康産業のまち

みんなで創る
子育て応援のまち

みんなで創る
参画と協働のまち

みんなで創る
安全・安心のまち

　
神
崎
町
第
4
次
総
合
計
画
で
は
、
ま
ち
の
将
来
像
「
発
酵
の
里
・
健
康
笑
顔
の
ま
ち
　
こ
う
ざ
き
　

─
み
ん
な
で
創
る
　
健
康
・
安
心
・
子
育
て
応
援
の
ま
ち
─
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、
次
の
通
り
、

4
つ
の
基
本
目
標
と
8
つ
の
施
策
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

基
本
目
標

1

4つの
基本目標

発
酵
の
里
で
い
き
い
き
と

交
流
・
定
住
す
る
ま
ち
　

こ
う
ざ
き

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
を
育
む

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
ま
ち
　
こ
う
ざ
き

人
と
自
然
に
や
さ
し
い

安
全
・
安
心
の
ま
ち
　

こ
う
ざ
き

み
ん
な
の
絆
で
築
く

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
　

こ
う
ざ
き

1

2

3

4

2

3

4

5

6

7

8

19 神崎町第4次総合計画



12 12 町の活力を生み出す
健康産業づくり

交流と定住を支える
生活基盤づくり

施策
目標

施策
目標

　
自
然
志
向
・
健
康
志
向
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
農
業
の
一
層
の
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、
担
い
手
の
育

成
・
確
保
や
生
産
基
盤
の
整
備
、

さ
ら
に
は
地
産
地
消
体
制
の
充
実

な
ど
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
多

彩
な
農
業
振
興
施
策
を
推
進
し
ま

す
。

　
ま
た
、
健
康
食
品
と
し
て
見
直

さ
れ
て
い
る
発
酵
食
品
産
業
の
一

層
の
振
興
と
、
こ
れ
と
連
動
し
農

工
商
連
携
の
視
点
で
取
り
組
む
地

域
商
業
や
観
光
交
流
事
業
の
推
進

等
に
よ
る
産
業
振
興
・
雇
用
対
策

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
長
期
的
・
広
域
的
な
視
点
か
ら
、

ま
ち
の
一
体
的
・
持
続
的
発
展
を

見
据
え
た
計
画
的
な
土
地
利
用
を

推
進
し
、
定
住
の
基
盤
と
な
る
中

心
市
街
地
や
ま
ち
の
顔
と
な
る
駅

周
辺
の
整
備
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　
同
時
に
、
ま
ち
の
骨
格
を
形
成

し
て
い
る
幹
線
道
路
網
の
整
備
、

循
環
バ
ス
の
充
実
、
さ
ら
に
は

J
R
下
総
神
崎
駅
に
お
け
る
結
節

機
能
の
充
実
や
、
I
C
T
時
代
に

対
応
す
る
情
報
・
通
信
基
盤
の
整

備
等
に
努
め
ま
す
。

町後援、JR東日本主催の「駅からハイキング」たんぽぽ広場で「ママもボクも友だちできたよ」 圏央道開通記念「圏央道・TONEGAWAウォーキング」（平成26年3月29日）

田植え体験で
農業に親しむ

担い手の育成ほか、多様な
農業振興施策を推進町循環バス「きらきら号」
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4 334 教育・子育て応援の
まちづくり

一人ひとりが輝く生涯学習・
健康スポーツのまちづくり

施策
目標

施策
目標

　
教
育
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
こ

こ
ろ
豊
か
で
確
か
な
学
力
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し
て
、

保
小
中
の
連
携
教
育
な
ど
特
色
あ

る
教
育
活
動
の
推
進
や
学
校
教
育

環
境
の
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
教
育
・
青
少
年
の
健

全
育
成
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
所
・
学
童
保
育
の

充
実
や
地
域
で
支
え
る
子
育
て
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
、
子
育

て
の
経
済
的
負
担
へ
の
支
援
を
充

実
さ
せ
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

に
努
め
、
す
べ
て
の
町
民
が
学
び

続
け
、
自
己
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
、

住
民
主
導
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交

流
活
動
の
促
進
、
有
形
・
無
形
の

貴
重
な
文
化
財
の
保
存
と
ま
ち
づ

く
り
へ
の
一
層
の
活
用
を
図
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
発
酵
の
里
等
の
ま
ち

の
特
性
を
生
か
し
て
、
国
内
外
の

都
市
と
の
活
発
な
交
流
活
動
の
推

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
文
化

共
生
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

たんぽぽ広場で「ママもボクも友だちできたよ」芸術・文化の祭典、神崎町文化祭「芸能発表会」

誰でも参加できる町ぐるみのイベント「町民運動会」 小学校高学年生が参加する2泊3日の通学合宿

21 神崎町第4次総合計画



56 56 生涯安心の人にやさしい
健康・福祉のまちづくり

安全で緑豊かな
生活環境づくり

施策
目標

施策
目標

　
充
実
し
た
保
健
・
医
療
・
福
祉

環
境
や
住
民
活
動
が
活
発
な
地
域

特
性
等
を
生
か
し
、
健
康
づ
く
り

体
制
・
地
域
医
療
体
制
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
助
け
合
い
支

え
合
う
地
域
福
祉
体
制
づ
く
り
を

進
め
な
が
ら
、
介
護
・
自
立
支
援

体
制
の
整
備
等
を
図
り
ま
す
。

　
社
会
保
障
に
つ
い
て
は
、
生
活

保
護
制
度
等
の
適
正
な
運
用
に
よ

り
低
所
得
世
帯
の
経
済
的
自
立
と

生
活
意
欲
の
向
上
を
促
し
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財

政
運
営
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

　
環
境
・
景
観
の
保
全
と
創
造
に

向
け
た
施
策
の
推
進
に
努
め
る
と

と
も
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

や
、
公
園
・
緑
地
・
水
辺
の
整
備

等
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
上
水
道
、
汚
水
処
理
と

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

適
正
処
理
に
努
め
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
し
ま
す
。

　
生
活
安
全
対
策
と
し
て
は
、
消

防
・
防
災
体
制
の
充
実
と
危
険
地

区
改
修
等
の
推
進
、
防
犯
・
交
通

安
全
・
消
費
者
対
策
の
強
化
等
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

敬老大会で歌謡ショーを楽しむ町民さまざまな地域活動に活用できる「わくわく西の城」 平成26年香取支部消防ポンプ操法大会で、神崎町消防団今・高谷部が9連覇

春にはレンゲの花が美しく咲く 緊張の乳幼児健診「はい、もう終わりだよ」
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8 778 みんなの絆で取り組む
住民主導のまちづくり

協働のまちづくりと
開かれた自治体経営

施策
目標

施策
目標

　

住
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
盤
を
充
実
・
活
性
化
す
る
た

め
、
地
域
性
の
高
い
活
動
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど
を
支

援
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
担

う
新
た
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
向
上
を
図
る

広
報
・
啓
発
活
動
の
推
進
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
活
動
等
へ
の

支
援
制
度
の
整
備
等
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
和
で
差
別
の
な
い
人

権
尊
重
の
社
会
を
築
く
た
め
、
人

権
対
策
と
男
女
共
同
参
画
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

関
す
る
総
合
的
な
指
針
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
住
民
と
行
政
に
よ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
体
制
の
確

立
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
正
で
開
か
れ
た
信
頼
で

き
る
町
政
の
構
築
の
た
め
、
情
報
公

開
の
推
進
、
広
報
広
聴
活
動
の
充

実
化
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
改
革

の
推
進
や
職
員
の
養
成
等
に
努
め
、

財
政
運
営
の
健
全
化
や
広
域
連
携

の
推
進
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
な
お
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
研
究
検
討
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

さまざまな地域活動に活用できる「わくわく西の城」石井正夫議長（左）、椿一二副議長

第14回全国菜の花
サミットin神崎

地域情報をいち早く発信

23 神崎町第4次総合計画



震
災
復
興
の
あ
ゆ
み

平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。

神
崎
町
内
で
は
、
利
根
川
沿
い
の
町
北
部
を
液
状
化
に
よ
る
陥
没
・
隆
起
が
襲
い
、

住
宅
、
道
路
、
橋
、
農
地
等
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
住
民
の
生
活
・
安
全
を
第
一
に
復
旧
工
事
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
み
、
日
常
の
生
活
の
平
常
を
取
り
戻
し
て
き
ま
し
た
。

震
災
か
ら
4
年
が
過
ぎ
た
い
ま
、
神
崎
町
は
、
夢
と
希
望
の
持
て
る
ま
ち
に
向
け
て

大
き
く
進
み
出
し
て
い
ま
す
。

土台が崩壊したトイレ（こうざき天の川公園）

液状化の被害を受けた田んぼ（神崎神宿）

復旧後の田んぼ（神崎神宿）

復旧工事排水路が隆起し崩壊した道路（神崎本宿）

復旧後の神崎川護岸復旧後の道路（神崎本宿） 崩壊した神崎川護岸

復旧後のこうざき天の川公園復旧後のこうざき天の川公園

液状化で川底から土砂が噴き出し、ブロック
タイルは崩壊（こうざき天の川公園）

 

神
崎
町



被害状況
人的被害：死亡者・重症者・行方不明者なし
被災建物：約290戸（全壊5戸、大規模半壊36戸、
半壊56戸、一部損壊193戸）

町道被害：延長4,925m
水門被害：神崎樋管護岸崩壊
神崎大橋：落橋防止装置崩壊、基礎杭一部損壊
上水道被害：神宿浄水場破損、排水管破損　延長
3,500m

農業関係被害
　農地液状化面積：110ha
　農業用施設の被害：揚水機場・パイプライン破
損1,166m、排水路破損4,586m
　水稲被害　作付不能：30ha、収量減：約17トン
　農産物の出荷制限、風評被害による価格下落や
販売量の低下

被災・復旧概要
平成23年
３月11日　東日本大震災発生。液状化現象により
住宅や道路・水道のライフライン、農業施設に
甚大な被害を受けた
４月19日　早期震災復旧を図るため、神崎町ライ
フライン復旧対策委員会を設置して国や千葉県
への要望活動を開始
５月17日　神崎大橋に基礎杭の損傷が確認され、
全面通行止めに
６月６日　町内公共施設の空気中放射線量の測定
を実施。いずれも文部科学省による子どもの屋
外活動を制限する暫定的目安を大きく下回った
６月６〜15日　国による町道・農業用施設の災
害査定が実施される
７月12日　千葉県防災危機管理監が神崎町を視察
７月20日　本宿4区・向野地区にて、国による水
道配水管の災害査定が実施される
７月31日　震災で破損した瓦・ブロックの役場受
け入れを終了
８月１日　防災行政無線情報メール（携帯電話）の
配信を開始
８月１日　住宅再建促進のため、神崎町被災者住
宅再建資金利子補給事業が始まる
８月17日　神崎町が「特定被災地方公共団体」並び
に「特定被災区域」に指定される
８月22日　商工会と町で、茨城と神崎を結ぶ無料
バスの運行を開始（12月9日まで）
９月　町道・上水道等のライフライン、農業用施
設の本格復旧工事が始まる
12月７日　神崎大橋の暫定交通開放
平成24年
２月　本宿4区、向野地区の水道配水管を地震に
強い耐震管に布設替する工事が完了
３月21日　東日本大震災での活動が評価され、神
崎町消防団が財団法人千葉県消防協会長特別表
彰を受賞
３月　町道新町松崎線開通。町内の液状化被害の
復旧道路工事がすべて完了
６月　神崎樋管復旧工事完了。これで町内被災公
共施設の修復工事がすべて完了
12月　防災対策として「神崎町防災マニュアル」を
作成し、町内全戸に配布

平成25年
３月　神崎大橋の災害復旧工事が完了し完全復旧
11月　神宿浄水場の移転復旧工事が始まる（平成
27年3月完成、4月から給水予定）

復旧後の空き地（神崎神宿）

泥水が噴き出し冠水した空き地（神崎神宿）

崩壊した神崎浄水場

更地となった神崎浄水場の跡地

移転復旧工事中の新たな浄水場

25 震災復興のあゆみ



神崎小学校旧校舎と校庭に描かれた人文字（昭和30年）

神崎船橋の開通を祝う大祝賀会（昭和34年）現在の中学校体育館建設前にあった鍋店別荘（昭和30年代）

火渡修業の日、賑わう河岸通り（昭和30年代）

昭
和
30
年�

1
9
5
5

◦
神
崎
町
、
米
沢
村
が
合
併
し
、
新
生
神
崎
町
が
発
足

◦
町
営
渡
舟
実
施

昭
和
31
年�

1
9
5
6

◦
神
崎
中
、
米
沢
中
が
統
合
し
、
神
崎
町
立
神
崎
中
学

校
が
創
立

◦
神
崎
・
多
古
間
国
鉄
バ
ス
開
通

昭
和
32
年�
1
9
5
7

◦
有
線
放
送
電
話
が
開
通

◦
道
路
舗
装
工
事
を
開
始

◦
町
営
火
葬
場
、
神
崎
小
学
校
給
食
室
を
新
設

◦
古
利
根
川
、
江
口
川
埋
立

◦
「
郡
駅
」
か
ら
「
下
総
神
崎
駅
」
に
駅
名
変
更

昭
和
34
年�

1
9
5
9

◦
神
崎
町
中
央
公
民
館
が
完
成

◦
神
崎
船
橋
が
開
通

◦
簡
易
水
道
新
設
工
事
が
開
始

昭
和
36
年�

1
9
6
1

◦
青
年
研
修
所
が
完
成

◦
水
田
畑
地
灌
漑
施
設
竣
工

昭
和
38
年�

1
9
6
3

◦
神
崎
保
育
所
を
開
設

◦
給
食
セ
ン
タ
ー
が
開
設（
完
全
給
食
）

◦
佐
原
市
外
4
町
清
掃
組
合
を
設
置

昭
和
41
年�

1
9
6
6

◦
茨
城
県
東
村
・
河
内
村
よ
り
向
野
地
区
が
千
葉
県
に

割
譲
さ
れ
、
神
崎
町
に
編
入

◦
神
崎
音
頭
制
定

昭
和
42
年�

1
9
6
7

◦
神
崎
大
橋
が
開
通

昭
和
43
年�

1
9
6
8

◦
神
崎
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

◦
工
業
団
地
用
地
の
買
収
が
始
ま
る

昭
和
47
年�

1
9
7
2

◦
第
一
回
町
民
文
化
祭
を
開
催

◦
工
業
団
地
一
部
創
業
開
始

昭
和
48
年�

1
9
7
3

◦
米
沢
保
育
所
を
建
設

◦
香
取
郡
西
部
地
区
湛
水
防
除
事
業
工
事
着
工

◦
農
業
振
興
整
備
計
画
が
樹
立
さ
れ
る

昭
和
49
年�

1
9
7
4

◦
電
話
自
動
化

◦
県
道
佐
原
我
孫
子
線
が
国
道
3
5
6
号
線
に
昇
格
決
定

◦
国
鉄
成
田
線
電
化　
◦
地
籍
調
査
事
業
が
開
始

昭
和
52
年�

1
9
7
7

◦
県
立
神
崎
青
年
の
家
、
植
房
農
村
館
が
完
成

◦
大
貫
池
土
地
造
成
工
事
着
工

◦
町
民
相
談
所
を
開
設

昭
和
53
年�

1
9
7
8

◦
神
崎
中
学
校
体
育
館
完
成

◦
神
崎
町
青
年
団
結
成

◦
第
1
回
神
崎
タ
ー
ト
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催

◦
水
田
利
用
再
編
対
策
が
始
ま
る

昭
和
54
年�
1
9
7
9

◦
第
1
回
町
民
の
つ
ど
い
を
開
催

◦
県
立
香
取
養
護
学
校
を
開
校

昭
和
55
年�

1
9
8
0

◦
役
場
新
庁
舎
が
完
成

◦
大
貫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
郡
・
武
田
や
す
ら

ぎ
の
家
、
並
木
青
年
館
が
完
成

神
崎
町

年
史

26神崎町60年史



整備が進む神崎工業団地（昭和49年）日本国有鉄道・下総神崎駅（昭和50年）役場新庁舎の建設工事（昭和55年）

神崎ふれあいプラザ完成（平成13年）全国発酵食品サミットinこうざき（平成25年）圏央道稲敷IC〜神崎IC開通（平成26年）

昭
和
56
年�

1
9
8
1

◦
町
簡
易
水
道
浄
水
場
が
完
成
し
、
給
水
開
始

◦
町
民
憲
章
制
定

◦
新
集
落
セ
ン
タ
ー
が
完
成

昭
和
57
年�

1
9
8
2

◦
町
民
グ
ラ
ン
ド
、
向
野
集
落
セ
ン
タ
ー
、
神
宿
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

◦
神
崎
中
学
校
校
庭
拡
張
・
新
校
舎
建
設
着
工

昭
和
59
年�

1
9
8
4

◦
結
婚
相
談
所
を
開
設

昭
和
60
年�

1
9
8
5

◦
立
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

◦
神
崎
町
新
総
合
計
画
を
策
定

昭
和
61
年�
1
9
8
6

◦
本
宿
・
毛
成
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

◦
本
宿
ほ
場
基
盤
整
備
事
業
が
完
了

昭
和
62
年�

1
9
8
7

◦
米
沢
小
学
校
新
校
舎
、
出
羽
第
4
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
が
完
成

昭
和
63
年�

1
9
8
8

◦
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
2
5
0
0
日
達
成（
1
月
27
日
）

◦
原
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

平
成
元
年�

1
9
8
9

◦
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場
が
完
成

平
成
2
年�

1
9
9
0

◦
平
成
の
風
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
平
成
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
が
完
成

平
成
4
年�

1
9
9
2

◦
き
た
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
完
成

平
成
5
年�

1
9
9
3

◦
小
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
こ
う
ざ
き
自
然
遊

歩
道
が
完
成

◦
第
1
回
ふ
れ
あ
い
福
祉
大
会
を
開
催

平
成
6
年�

1
9
9
4

◦
横
町
・
松
崎
・
四
季
の
丘
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
が
完
成

◦
神
崎
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
を
策
定

◦
水
道
課
を
新
設

平
成
7
年�

1
9
9
5

◦
神
崎
町
商
工
会
館
、
古
原
浄
水
場
、
高
谷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

◦
町
道
武
田
古
原
線
が
開
通

平
成
8
年�

1
9
9
6

◦
神
崎
小
学
校
新
校
舎
、
成
城
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
が
完
成

平
成
9
年�

1
9
9
7

◦
こ
う
ざ
き
天
の
川
公
園
、
神
崎
西
部
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
、
古
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

平
成
10
年�

1
9
9
8

◦
神
崎
西
部
地
区
ほ
場
整
備
事
業
が
完
了

◦
ふ
れ
あ
い
親
水
公
園
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
神
崎

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
が
完
成

◦
国
道
3
5
6
号
下
総
神
崎
間
バ
イ
パ
ス
開
通

平
成
11
年�

1
9
9
9

◦
下
総
神
崎
駅
北
側
広
場
、
堺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
が
完
成

平
成
12
年�

2
0
0
0

◦
町
道
並
木
植
房
立
向
線
開
通

◦
神
崎
東
部
地
区
・
南
部
地
区
ほ
場
整
備
事
業
完
了

◦
郡
江
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成

◦
民
生
課
を
町
民
課
に
改
称
、
保
健
福
祉
課
を
新
設

平
成
13
年�
2
0
0
1

◦
植
房
地
先
で
ナ
ウ
マ
ン
象
の
歯
・
下
顎
の
化
石
が
発

見
さ
れ
る

◦
神
崎
大
橋
側
道
橋
開
通

◦
神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
が
完
成

◦
神
崎
町
第
3
次
総
合
計
画
を
策
定

平
成
14
年�

2
0
0
2

◦
国
道
3
5
6
号
佐
原
神
崎
間
バ
イ
パ
ス
開
通

◦
千
葉
な
の
花
県
民
会
議
を
開
催

平
成
15
年�

2
0
0
3

◦
佐
原
市
外
五
町
消
防
組
合
西
分
遺
所
が
完
成

◦
今
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

平
成
16
年�

2
0
0
4

◦
下
総
神
崎
駅
南
側
広
場
が
完
成

◦
町
民
課
に
税
務
課
を
統
合

◦
千
葉
県
立
神
崎
青
年
の
家
が
神
崎
町
に
移
管
さ
れ
る

平
成
17
年�

2
0
0
5

◦
1
市
4
町
の
有
志
で
空
港
圏
合
併
実
現
に
向
け
た
推

進
連
絡
会
発
足
、
神
崎
町
で
第
1
回
会
議
を
開
催

平
成
18
年�

2
0
0
6

◦
企
画
課
、
産
業
課
、
建
設
課
、
水
道
課
を
統
合
し
、

ま
ち
づ
く
り
課
を
新
設

◦
旧
千
葉
県
立
神
崎
青
年
の
家
に
「
わ
く
わ
く
西
の

城
」
が
オ
ー
プ
ン

◦
町
道
武
田
毛
成
線
が
開
通

平
成
22
年�

2
0
1
0

◦
こ
う
ざ
き
船
着
場
が
完
成
。
試
験
運
用
を
開
始

平
成
23
年�

2
0
1
1

◦
東
日
本
大
震
災
発
生
。
液
状
化
現
象
に
よ
り
道
路
や

水
道
、
農
地
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が
及
ぶ

◦
神
崎
町
第
4
次
総
合
計
画
を
策
定

平
成
25
年�

2
0
1
3

◦
「
全
国
発
酵
食
品
サ
ミ
ッ
ト
i
n
こ
う
ざ
き
」
開
催

◦
町
の
P
R
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
ん
じ
ゃ

も
ん
」
誕
生

◦
震
災
で
損
傷
し
た
神
崎
大
橋
が
完
全
復
旧

平
成
26
年�

2
0
1
4

◦
圏
央
道
稲
敷
I
C
〜
神
崎
I
C
が
開
通

◦
「
発
酵
の
里
こ
う
ざ
き
」
を
商
標
登
録

◦
道
の
駅
「
発
酵
の
里
こ
う
ざ
き
」
の
建
設
が
始
ま
る



御
宝
巡
景

神
崎
の
歴
史
・
風
土
に
育
ま
れ
た
文
化
遺
産
を
訪
ね
て

今から1300年前の白鳳時代に大浦沼二ツ塚
（現在の茨城県）よりこの地に遷座したもの
で、祭神は航空、交通、産業守護の神として
知られる天鳥船命（あめのとりふねのみこと）。

神崎神社

楽満寺観音（成田市）、樹林寺観音（香取市）と
合わせて、関東の「臨済の三観音」といわれ、
近郷近在から信仰を集めています。

おかべ観音

神崎神社社殿の右脇にあるクスノキ。水戸光
圀公が神社を訪れたときに「この木は何とい
うもんじゃろうか」と自問自答したことから

「なんじゃもんじゃの木」と呼ばれています。

神崎の大クス
国指定天然記念物

おかべ観音の観音堂の裏に大師山と呼ばれる
小高い丘があり、四国八十八か所が迎えられ
ています。丘を一周すると八十八か所を巡る
ことができます。

弘法大師八十八か所霊場

神崎神社の社叢林（しゃそうりん）として大切
に守られてきた森で、ヤブニッケイ、タブノ
キ、スダジイ、ヤブツバキ、シダなどが生い
茂る学術上でも貴重な原生林。

神崎森
県指定天然記念物
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神崎神社の別当寺として創建
された真言宗寺院。朱色の仁
王（写真右上）が収められた仁
王門（写真上）は江戸中期の建
立、「大悲閣」とも呼ばれる観
音堂（写真左）は元禄年間の建
立と言われています。

神宮寺

古原八幡神社の境内に群生する針葉樹、広葉樹の林
には、スギ、カヤ、ケヤキ、タブなどの巨木が林立
しています。

古原八幡神社巨木群
町指定天然記念物

神宮寺観音堂に安置された木造十一
面観音立像は、1本のカツラ材から仏
面から足先まで彫り出した一本造で、
11世紀後半から12世紀初頭の製作と
されています。

木造十一面観音立像
県指定有形文化財（彫刻）

葉とその元からでる実の枝がくっつき、葉
に種子がついているように見える大変珍し
いイチョウ。神崎小学校の開校を記念して、
明治33年に植樹されました。

神崎のオハツキイチョウ
県指定天然記念物

縄文時代早期初頭のころのもので、主
に淡水と海水の接点に生息するヤマト
シジミが発掘されています。国内最古
に属する貝塚で、県下でも貴重な貝塚
として知られています。

西の城貝塚
県指定史跡

御宝巡景29
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神崎のオハツキイチョウ

千葉県生涯大学校
北総学園

きたふれあいセンター

神崎ステーションホール神崎ステーションホール

JR成田線

郡駐在所

おかべ観音

古原浄水場

町民庭球場

米沢保育所

神崎教育の森
ツリーハウス

みなみふれあいセンター

巨木群

神崎森
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（建設地）
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JR下総神崎駅と合築の多目的ホールで、アー
チ形の屋根は神崎大橋をモチーフにしていま
す。ホール内では町特産品の展示や写真展など
が行われます。

❼神崎ステーションホール
プレジャーボートなどが降ろせる船舶昇降用ス
ロープや大型車駐車場があり、バス釣りなどの
水上レジャーが楽しめる施設です。

❻こうざき船着場

町の文化、教育、福祉、健康づくりの拠点。さ
まざまな活動に利用される文化ホール、図書室、
そして、町福祉行政の中核をなす保健福祉館が
そろう複合施設です。

❹神崎ふれあいプラザ
研修室や屋内運動場、グラウンド、陶芸室など
があり、さまざまな地域活動に誰でも気軽に利
用できる交流スポット。敷地内には西の城貝塚
もあります。

❸わくわく西の城
水田のための用水路を利用した、水辺の自然を
満喫できる憩いの場。観察池では、絶滅危惧種
に指定されている「オニバス」が、毎年8月に赤
紫色の花を咲かせます。

❷こうざき天の川公園

緑の木立と四季折々の花に、鳥のさえずり、多
彩な昆虫が迎える自然の宝庫。コ−ス内に神宮
寺観音堂などもあり、自然観察と併せて文化探
勝も楽しめます。

❶こうざきふれあい自然遊歩道

テレビ番組の企画で、木の上に作られた2棟の
ツリーハウス。森の中にひっそり建つ秘密基地
のような佇まいが冒険心をくすぐります。

❺神崎教育の森ツリーハウス

暮らしを彩る

施設ガイド

30暮らしを彩る施設ガイド
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3月

1

2

3

345

6

7

10月11月12月 7月2月

発酵の里こうざき

歳彩
ごよみ

発
酵
の
里
こ
う
ざ
き
酒
蔵
ま
つ
り 

1

酒
蔵
ま
つ
り
は
、
3
月
中
旬
の
日
曜
日
、
町
内
の
蔵
元
2
軒
を
中
心
に
開

催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
伝
統
あ
る
酒
蔵
の
見
学
や
試
飲
が
で
き
る
ほ

か
、
地
元
特
産
品
な
ど
を
販
売
す
る
出
店
が
多
数
連
な
り
、
周
辺
街
道
は

多
く
の
観
光
客
で
あ
ふ
れ
ま
す
。

祇
園
祭 

2

無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
、
各
地
区
で
行
わ
れ
る
祇
園
祭
。
神

崎
本
宿
地
区
の
祇
園
祭
は
町
内
最
大
規
模
で
、
御
神
輿
の
渡
御
や
山
車
の

曵
き
廻
し
が
行
わ
れ
、
毎
年
多
く
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

河
川
敷
祭 

3

利
根
川
河
川
敷
を
会
場
に
、
毎
年
10
月
第
2
月
曜
日
に
開
催
。
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
体
験
乗
船
や
コ
ス
モ
ス
の
花
摘
み
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
は
神
崎
寺
伝
統
の
「
火
渡
修
業
」
。
山
伏
姿
の
僧
が
燃
え
盛
る

炎
の
中
を
素
足
で
通
り
抜
け
ま
す
。

な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
い
き
い
き
フェス
ティ
バル 

4

毎
年
11
月
23
日
に
、
神
崎
町
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
。
地
域
の
特
産
品
を
販
売
す
る
出
店
な
ど
が
集
ま
る
ほ
か
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
・
フ
ェ
ス
タ 

5

神
崎
町
商
工
会
が
主
催
し
、
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
い
き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
同
日
開
催
さ
れ
る
花
火
大
会
。
こ
う
ざ
き
天
の
川
公
園
を
会
場
に
、

秋
の
夜
空
を
花
火
で
彩
り
ま
す
。

神
崎
ス
テ
ー
シ
ョン
ホ
ー
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン 

6

J
R
下
総
神
崎
駅
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
を
き
ら
び
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
装
飾
す
る
イ
ベ
ン
ト
。
点
灯
式
か
ら
1
月
ま
で
の

期
間
中
毎
日
、
日
没
か
ら
最
終
電
車
到
着
の
時
間
ま
で
点
灯
し
ま
す
。

神
崎
神
社
　
節
分
祭 

7

毎
年
2
月
3
日
の
節
分
の
日
に
、家
内
安
全
、商
売
繁
盛
を
祈
願
し
て
節
分

祭
が
行
わ
れ
ま
す
。氏
子
代
表
の
年
男
に
よ
る
豆
ま
き
が
始
ま
る
と
、福
を

呼
び
込
も
う
と
た
く
さ
ん
の
人
が
つ
め
か
け
、境
内
は
熱
気
で
包
ま
れ
ま
す
。

32



面積　19.85㎢
東経　140°24'20"
北緯　35°54'
東西　5.7km
南北　6.2km

原野
225
（1.1%）

単位：千㎡

田
7,029
（35.4%）

畑
1,874
（9.4%）

宅地
1,903
（9.6%）

山林
3,910
（19.7%）

その他
4,909
（24.8%）

19,850千㎡
（100%）

位置・地目別土地面積 … 33
気象・人口 ……………… 34
生活基盤 ………………… 35
教育 ……………………… 36
保険・福祉・文化 ……… 37
産業 ……………………… 38
財政 ……………………… 39
行政・議会 ……………… 40

神崎
DATA
で
み
る

位置地目別土地面積

資料：町民課税務係（平成26年1月1日現在）

地勢は概ね平坦で、南東部はなだらかな丘陵地帯
で畑、山林が大半を占め、北部の平地には肥沃な
田が広がっている。

33 DATAでみる神崎
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2,879     

2,774      

2,839    

2,838   

2,815   

2,792   

   3,069 

       3,377

       3,355 

    3,228

6,176

5,857

5,553

5,381

5,570

5,645

5,639

5,620

6,156

6,747

6,705

6,454

1,101

1,115

1,117

1,154

1,289

1,342

1,399

1,491

1,703

2,049

2,085

2,134

3,007

2,840  

2,674  

2,607  

2,731  

2,807 

2,824 

2,828 

 3,087

  3,370

   3,350

 3,226

総数（人） 世帯数

300 200 100 0

■世帯数および人口の推移 ■年齢別人口

■月別平均気温・降水量

資料：国勢調査（各年10月1日現在） 資料：国勢調査（平成22年10月1日現在）

資料：消防年報（平成24年）
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783783
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生活基盤
■ごみ処理の状況（生活系）

資料：まちづくり課水道係（各年3月31日現在）

資料：一部事務組合資料 資料：一部事務組合資料

資料：香取土木事務所（平成25年4月1日現在）

資料：まちづくり課建設係（各年3月31日現在）資料：千葉県統計年鑑

■JR下総神崎駅1日平均乗車人数
（普通・定期）

■町道の状況

■国・県道の状況

■上水道の状況

■し尿処理の状況

区分

年次
行政区域内
人口

給水区域内
人口
＜A＞

給水人口
＜B＞

普及率
＜B/A＞

給　水　量 導送配水管
延長（m）年間給水量

（㎥）
1日最大
給水量（㎥）

1日平均
給水量（㎥）

平成21年 6,712 6,995 5,205 74.4 597,743 1,961 1,638 78,864
22年 6,674 6,957 5,229 75.2 600,399 2,108 1,645 79,019
23年 6,616 6,895 5,225 75.8 535,657 1,915 1,464 79,104
24年 6,525 6,807 5,224 76.7 518,637 1,777 1,421 79,123
25年 6,460 6,731 5,177 76.9 528,773 1,766 1,449 84,718

路線名
神崎町分

実延長
（m）

舗装済
延長（m）

舗装率
（％）

改良済
延長（m）

改良率
（％）

国道356号 3,343 3,343 100 3,340 99.9
国道356号
バイパス 5,870 5,870 100 5,870 100

県
道

江戸崎
神崎線 2,938 2,938 100 2,938 100
郡停車場
大須賀線 5,016 5,016 100 4,027 80.3

区分 実延長
（km）

舗装済
延長（km）

舗装率
（％）

改良済
延長（km）

改良率
（％）

平成21年 96,860 90,352 93.3 66,620 68.8
　　22年 96,860 90,352 93.3 66,620 68.8
　　23年 96,860 90,352 93.3 66,620 68.8
　　24年 96,860 90,352 93.3 66,620 68.8
　　25年 100,354 93,188 92.9 70,114 69.9
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教員数
学級数
学校数

女子
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教員数
学級数
学校数

教育
■小学校の概況■中学校の概況

資料：学校基本調査（各年5月1日現在）　※（　）内は特別支援学級の数資料：学校基本調査（各年5月1日現在）　※（　）内は特別支援学級の数

■体育施設利用状況

資料：教育委員会

区分 平成21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

町民野球場 利用日数（日） 233 217 224 288 286
利 用 率（％） 65.1 60.6 62.6 81.1 79.7

町民庭球場 利用日数（日） 182 116 69 91 92
利 用 率（％） 49.9 31.8 18.9 24.9 25.2

町民体育館 利用日数（日） 213 251 256 326 276
利 用 率（％） 59.5 70.1 71.5 91.8 75.6

■図書室利用状況

資料：教育委員会（各年3月31日現在）

区分 蔵書冊数 うち文学書数 うち児童書数 貸出登録者数 貸出冊数
平成21年度 17,668 4,482 4,947 2,587 22,113
　　22年度 18,329 4,862 5,103 2,653 21,585
　　23年度 19,277 5,194 5,226 2,759 19,751
　　24年度 19,404 5,260 5,266 2,777 18,826
　　25年度 20,706 6,035 5,537 3,028 18,747
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保険・福祉

文化

■国民健康保険加入・給付状況 ■後期高齢者医療保険加入・給付状況

■指定文化財

資料：町民課資料：町民課

資料：教育委員会

■介護保険の状況

資料：保健福祉課（各年3月31日現在）

区分
年度

認定者数 居宅介護サー
ビス利用者数

介護施設
入所者数合計 1号被保険者 2号被保険者

平成21年 243 234 9 140 45
　　22年 260 250 10 141 50
　　23年 252 243 9 134 51
　　24年 290 278 12 149 50
　　25年 285 277 8 166 58

指定区分 番号 種類 名称 所定指定地・番地 所有者 指定年月日 員数面積

国
1 有形文化財（建物） 株式会社寺田本家醸造蔵 神崎本宿1964 （株）寺田本家 平成11年 7月 8日 1棟
2 天然記念物 神崎の大クス 神崎本宿1944 神崎神社 大正15年10月10日 1樹

県

1 天然記念物 神崎森 神崎本宿1944他 神崎神社 昭和10年 8月23日
2 天然記念物 神崎のオハツキイチョウ 神崎本宿96 神崎町 昭和40年 4月27日 1樹
3 史跡 西の城貝塚 並木671 千葉県 昭和41年12月 2日

4 有形文化財（書物） 神崎神社文書 神崎本宿1944 神崎神社（県立中央博物
館大利根分館に寄託） 昭和45年 4月17日 1巻

5 有形文化財（書物） 神宮寺文書 並木642 神宮寺（県立中央博物館
大利根分館に寄託） 昭和45年 4月17日 2箱

6 有形文化財（彫刻） 木造十一面観音立像 並木642 神宮寺 昭和63年 3月30日

町

1 天然記念物 古原八幡神社巨木群 古原甲50他 八幡神社 昭和52年 3月 2日
2 有形文化財（建物） 武田八幡宮本殿 武田541-1 武田区 昭和56年 8月 5日
3 有形文化財（建物） 並木神宮寺観音堂 並木642 神宮寺 昭和59年 3月 8日
4 有形文化財（建物） 並木神宮寺仁王門 並木642 神宮寺 昭和59年 3月 8日
5 有形文化財（歴史資料）郡台公会堂板碑 郡1619 宝珠院 昭和62年11月10日
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産業
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■産業別就業者人口の推移

資料：国勢調査（各年10月1日現在）
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■経営耕地面積の推移 ■農家数の推移

資料：農林業センサス、世界農林業センサス（各年2月1日現在）
※1ha未満を四捨五入で処理しています。

資料：農業基本調査、農林業センサス（各年2月1日現在）

サービス業(他に分類されないもの)　20

事業所総数
240

農林漁業　2
鉱業、採石業、砂利採取業　2

建設業
29

製造業
32

運輸業、郵便業　4

卸売業、小売業
62

金融業、保険業　6不動産業、物品賃貸業　5

学術研究、専門 ・  　 
技術サービス業　3

宿泊業、飲食サービス業
19

生活関連サービス業、娯楽業
24

教育、学習支援業　11

医療、福祉
19

複合サービス事業　2

■産業別事業者数

資料：経済センサス（平成24年2月1日現在）
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385

5,0845,084

12,15312,153

10,37310,373

4,2554,255

355

302

235

3,3183,318

94
82 77

64
50

商店数（店）
従業者数（人）
年間商品販売額（百万円）

歳入
3,033,568

千円

町債
199,122千円（6.6％）

自主財源
（40.6％）

依存財源
（59.4％）

町税
668,868千円
（22.0％）

町税
668,868千円
（22.0％）

分担金・負担金・使用料・手数料
83,578千円（2.7％）

財産収入・寄附金・繰入金・諸収入　127,752千円（4.3％）

繰越金
352,938千円
（11.6％）

繰越金
352,938千円
（11.6％）

地方譲与税等　123,720千円（4.1％）

地方交付税
1,152,197千円
（38.0％）

地方交付税
1,152,197千円
（38.0％）

国県支出金
325,393千円
（10.7％）

国県支出金
325,393千円
（10.7％）

歳出
2,774,578

千円

経常的経費
（68.4％）

投資的経費
（14.1％）

その他
（17.5％）

人件費
594,801千円
（21.4％）

人件費
594,801千円
（21.4％）

補助費等
460,259千円
（16.6％）

補助費等
460,259千円
（16.6％）

物件費
357,140千円
（12.9％）

物件費
357,140千円
（12.9％）

公債費・扶助費・維持補修費　486,219千円（17.5％）

災害復旧事業費　18,153千円（0.7％）

普通建設事業費　372,601千円（13.4％）

繰出金
222,089千円
（8.0％）

繰出金
222,089千円
（8.0％）

積立金・出資金・貸付金　263,316千円（9.5％）

財政

資料：工業統計調査（各年12月31日現在）

資料：総務課

資料：商業統計調査、経済センサス

■工業の推移■商業の推移

■平成25年度普通会計決算
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行政・議会
■行政組織図

■歴代町長 ■歴代議長
歴代 氏名 期間
初 代 郡司　寅松 昭和30年4月19日 〜昭和30年7月31日
第２代 久松　武太 昭和30年8月 1日 〜昭和34年7月31日
第３代 大塚　重善 昭和34年8月 1日 〜昭和38年4月22日
第４代 石橋　謙治 昭和38年5月14日 〜昭和38年7月31日
第５代 天羽　準一 昭和38年8月 1日 〜昭和40年9月15日
第６代 木村　政章 昭和40年9月18日 〜昭和42年7月31日
第７代 池上　友雄 昭和42年8月 1日 〜昭和46年7月31日
第８代 平田　公佐 昭和46年8月 1日 〜昭和50年7月31日
第９代 平田　公佐 昭和50年8月 1日 〜昭和54年7月31日
第10代 北﨑　義男 昭和54年8月 1日 〜昭和58年7月31日
第11代 木内　喜一 昭和58年8月 1日 〜昭和60年8月 8日
第12代 廣瀬　太郎 昭和60年8月 9日 〜昭和62年7月31日
第13代 山口　文雄 昭和62年8月 1日 〜平成 3年7月31日
第14代 飯田　光男 平成 3年8月 1日 〜平成 5年7月31日
第15代 石井　　浩 平成 5年8月 1日 〜平成 7年7月31日
第16代 平田　公佐 平成 7年8月 1日 〜平成11年7月31日
第17代 鈴木　　仁 平成11年8月 1日 〜平成15年7月31日
第18代 岡野　公男 平成15年8月 1日 〜平成18年9月22日
第19代 野口　喜平 平成18年9月22日 〜平成19年7月31日
第20代 寳田　久元 平成19年8月 1日 〜平成21年8月10日
第21代 岡野美喜雄 平成21年8月10日 〜平成23年7月31日
第22代 成毛　　績 平成23年8月 1日 〜平成25年8月 7日
第23代 石井　正夫 平成25年8月 7日 〜

歴代 氏名 期間
初代・
第2代 賓田　　直 昭和30年5月19日〜

昭和38年5月18日
第3代〜
第6代 石田　重善 昭和38年5月19日〜

昭和54年5月18日
第7代・
第8代 石橋　　博 昭和54年5月19日〜

昭和62年5月18日
第9代〜
第13代 後藤　好男 昭和62年5月19日〜

平成16年4月20日
第14代〜
第16代 石橋　輝一 平成16年5月23日〜

総 務 課 庶務係・財政係・管財係

町 長 副 町 長 町 民 課 課税係・収税係
住民係・国保年金係・生活環境係

保健福祉課 保健係・福祉係・介護保険係
地域包括支援センター・保育係
企画調整係・地域振興係
農政係・商工係

水道事業管理者
（町　　　　長）

まちづくり課 管理用地係・建設係
水道管理係・水道工務係・浄水係

会計管理者 出 納 室 出納係

教 育 委 員 会 教 育 長 事 務 局 学校教育係（学校用務員含む）
社会教育係・社会体育係

給食センター 学校給食係

議 会 事 務 局（総務課兼務）
農 業 委 員 会 事 務 局（まちづくり課兼務）

監 査 委 員 事 務 局（議会事務局兼務）
選挙管理委員会 事 務 局（総務課兼務）

平成26年4月1日現在
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町の木　クスノキ
昭和48年に千葉県で開催された国
民体育大会を記念して、神崎神社の
神木「なんじゃもんじゃの木」にちな
んで「樟（くす）の木」を町の木として
選定しました。

町の花　バラ
平成7年度に行われた「神崎町合併
40周年記念事業」のひとつとして、
町民から一般公募した結果、町の花
として「バラ」が制定されました。

町の鳥　メジロ
「町の花」と併せて一般公募し、制定
されました。町の木である「樟（くす）
の木」とともに、自然と人とふれあ
いの町づくりを目指す本町のシンボ
ルとして親しまれています。

町章
町名の「コウザキ」を図案化したもの
で、町の和と発展の願いを込めて作
成されました。

神崎町議会議員

（左から）朝日副町長、石橋町長、大野教育長

一、自然を愛し住みよいまちをつくりましょう。
一、知性と文化の豊かなまちをつくりましょう。
一、思いやりのある温かいまちをつくりましょう。
一、スポーツに親しみ楽しいまちをつくりましょう。
一、きまりを守り明るいまちをつくりましょう。

町民憲章
私たちは、先人の築かれた教育の町として伝統を守り
育てながら、道義と秩序を基調とする健全な町づくり
をめざして、この憲章を定めます。

（昭和56年6月15日制定）
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こうざき
発酵の里・健康笑顔のまち
町制60周年記念　神崎町町勢要覧2015

町のマスコットキャラクター

なんじゃもん
神崎神社にある「なんじゃもんじゃ」の木の分身で、
神崎町の守り神。年齢は2000歳。お酒と発酵食品
が大好物で、お祭り好きのおちゃめな照れ屋さん。
しめ縄をさわると願い事が叶うといわれています。


